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年頭の東通村議会議長

川 端 一 松

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
七
年
の

輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
よ
り
村
議
会
並
び
に
村
政
運
営
に
対

し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
、
東
通
村

議
会
を
代
表
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
東
通
村
で
は
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、

約
十
四
年
と
い
う
長
い
年
月
に
わ
た
り
、
原
子
力
発

電
所
が
停
止
し
た
ま
ま
の
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
原
子
力
発
電
所
と
の
共
生
に
よ
る
村
づ
く
り
を

掲
げ
る
我
が
村
に
と
っ
て
は
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ

り
、
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
打
破
す
べ
く
、
当
議
会
で
は
、
昨
年
、
八
月
二
十
二

日
に
、
青
森
県
知
事
を
訪
問
し
、
東
北
電
力
一
号
機

の
早
期
再
稼
働
及
び
疲
弊
す
る
地
域
経
済
の
立
て
直

し
に
向
け
た
側
面
支
援
を
要
望
し
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
三
十
一
日
か
ら
十
一
月
一
日
の
二
日
間

に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
第
十
四
回
全
国
原
子
力
発

電
所
立
地
議
会
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
私
自
身
、
副
実
行

委
員
長
を
務
め
、
「Ｇ
Ｘ
実
現
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
～
原
子
力
発
電
と
立
地
自
治
体
の
在
り
方
を
考

え
る
～
」
を
テ
ー
マ
に
全
国
の
立
地
市
町
村
議
員
と

議
論
を
交
わ
し
、
被
災
地
の
復
興

・
再
生
、
自
然
災

害
と
原
子
力
発
電
所
事
故
と
の
複
合
災
害
を
想
定
し

た
避
難
路
の
確
保
や
、
使
用
済
み
核
燃
料
の
最
終
処

分
場
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
立
地
市
町
村
の
取
組

・

苦
労
が
報
わ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
な
る
よ
う
、

国
に
対
し
て
強
く
要
望
す
る
こ
と
と
し
た
サ
ミ
ッ
ト
宣

言
の
取
り
ま
と
め
の
一
翼
を
担
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
十
一
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
、

全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
村
協
議
会
に
畑
中
村

長
と
と
も
に
出
席
し
、
原
子
力
発
電
等
に
関
す
る
被

災
地
の
復
興
、
安
全
規
制

・
防
災
対
策
、
原
子
力
政

策
、
立
地
地
域
対
策
な
ど
を
重
点
項
目
と
し
て
、
協

議
会
が
一
体
と
な
り
、
新
体
制
と
な
っ
た
石
破
新
内

閣
に
対
し
て
要
請
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
月

二
十
五
日
に
は
、
畑
中
村
長
、
田
村
東
通
原
発
特
別

委
員
長
と
と
も
に
、
東
通
原
子
力
発
電
所
に
係
る
要

望
と
し
て
、
東
北
電
力
㈱
に
早
期
運
転
開
始
、
東
京

電
力
Ｈ
Ｄ
㈱
に
早
期
工
事
再
開
を
強
く
要
請
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

東
北
電
力
㈱
か
ら
は
、
今
後
の
新
規
制
基
準
適
合

性
審
査
並
び
に
安
全
対
策
工
事
に
、
引
き
続
き
全
力

で
対
応
し
、
東
通
村
と
と
も
に
、
よ
り
実
効
性
の
高

い
地
域
と
の
共
生
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
、

地
域
の
課
題
解
決
に
貢
献
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

参
る
と
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

東
京
電
力
Ｈ
Ｄ
㈱
か
ら
は
、
「東
通
み
ら
い
共
創
協

議
会
」
を
通
じ
て
、
東
通
村
の
目
指
す
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
に
繋
が
る
取
り
組
み
を
今
後
も
充
実
し
、

建
設
工
事
再
開
に
関
し
て
は
、
今
後
も
安
全
最
優
先

で
作
業
や
諸
準
備
を
進
め
、
少
し
で
も
早
く
見
通
し

を
示
し
た
い
と
の
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

東
通
村
議
会
は
、
昭
和
四
十
年
の
原
子
力
発
電
所

誘
致
決
議
以
来
、
一
貫
し
て
国
策
で
あ
る
原
子
力
政

策
に
協
力
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
東
日

本
大
震
災
以
降
、
長
期
に
わ
た
り
東
通
原
発
は
運
転

及
び
工
事
が
停
止
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
早

期
再
稼
働
及
び
工
事
再
開
の
た
め
、
国

・
事
業
者
に

対
し
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
要
望
活
動
を
継
続
し
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
活
動
で
は
、
十
月
七
日
か
ら
九
日
ま

で
の
三
日
間
に
わ
た
り
議
員
視
察
研
修
を
計
画
し
、

デ
ー
タ
や
事
例

・
実
績
に
基
づ
く
政
策
提
案
に
活
か

す
べ
く
、
北
海
道
神
恵
内
村
、
余
市
町
を
視
察
し
ま

し
た
。
主
に
ウ
ニ
の
養
殖
事
業
や
北
海
道
地
域
に
お

け
る
漁
業
状
況
、
海
洋
環
境
の
変
化
等
に
つ
い
て
学

び
、
知
見
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
十
一
月
二
十
六
日
に
は
四
回
目
と
な
る
中

学
生
議
会
が
開
催
さ
れ
、
生
徒
の
視
点
で
東
通
村
の

将
来
像
や
要
望
を
述
べ
る
姿
を
拝
見
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
将
来
、
村
議
会
議
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
よ

う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
は
、
全
国
的
に
地
方
議
員
の
な
り
手
が
不
足

し
て
お
り
、
議
員
定
数
に
満
た
な
い
議
会
も
多
く
、

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
東
通
村
議
会
も
将

来
を
見
据
え
、
昨
年
、
次
回
の
一
般
選
挙
か
ら
は
議

員
定
数
の
削
減
を
決
定
し
、
今
年
は
、
更
な
る
議
会

改
革
を
推
し
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
激
動
す
る
経
済
社
会
情
勢
の
中
で
、
議

会
も
的
確
な
対
処
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
、
常
に
住
民
と
の
対
話
を
重
ね
、
住
民
の
悩
み
と

声
を
汲
み
と
り
な
が
ら
、
議
論
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

具
体
的
な
政
策
の
最
終
決
定
と
行
財
政
運
営
の
判
断

と
監
視
が
我
々
議
員
と
し
て
の
職
務
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
村
民
の
福
祉
向
上
と
村
の
発
展
に
尽
力
し
て

参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

村
民
の
皆
様
の
今
年
一
年
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
に
当
た
っ
て
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。


